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事故と労働災害の違い



労働災害とは？

⚫勤務時間内の作業中に発生し、死傷者をともなう事故。

⚫労働災害にカウントされるのは、死亡災害と４日以上の
休業を余儀なくされる負傷災害。

ヒヤリハットとは？

⚫事故は起きても、負傷はしなかった。

⚫しかし、一歩まちがえれば、負傷して労働災害になっ
ていたニアミス。



林業労働災害は減少してきた！
しかし、林業従事者数も減少している。



死傷年千人率による産業比較
林業従事者数の影響を省いた指標



労働安全衛生対策は各種あります

労働安全衛生マネジメントは、
これらの多くの労働安全衛生対策をひとまとめに管理します。
すなわち、それぞれの労働安全衛生対策の意味を理解して、
事業体の中で組織的に関連付けて、順次取り組みます。

労働災害をなくす魔法の対策はない！
いずれも労働災害を減らす効果のある大事な対策です。
しかし、それらをバラバラに行っても労働災害は減りません。



そもそも安全とは？



安全とは？

労働災害をなくすことか？

↓

結果として労働災害がゼロになること。

↓

すなわち、労働災害を招く要因をなくすこと。

↓

最大限可能な危険を除去すること。

ここに労働安全衛生管理が求められる！



労働安全衛生管理は経営管理のひとつ！

理念：森林を健全に保つ
（人工林の持続性と多様性）

経営方針と目標を持つ
１に安全、２に環境、３に生産性

環境マネジメント
生態系の保全

環境インパクトの低減

労働安全衛生マネジメント
リスクアセスメント
労働環境の改善
労働災害ゼロ

路網マネジメント
基盤路網の整備
安全な作業道

労務マネジメント
人材確保と育成

処遇の改善・福利厚生

機械作業マネジメント
林業機械類の導入と保守
作業システムと作業計画
労働生産性と伐出コスト

サプライチェーンマネジメント
運材トラックと流通
バイオマス利用

生態系サービスマネジメント
森林サービス産業

企業のCSR活動・森林証券



安全配慮義務等の範囲



労働安全衛生マネジメントシステム
ＯＳＨ−ＭＳ

(or OH&S−MS)



林業労働安全衛生マネジメントシステム
労働安全衛生に対する管理体制の規格



林業労働安全衛生マネジメントシステム
（ＯＳＨ－ＭＳ）
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組織としての取り組み



林業労働安全衛生マネジメントシステム
（ＯＳＨ－ＭＳ）



①経営者のリーダーシップ

経営者が「労働災害をなくす」という強い意欲を持って、事業体をリ
ードすることから労働安全衛生マネジメントは始まる。
経営者が作業現場を毎日安全パトロールすることは、経営者の本
気度を全従業員に示すことになり、安全な職場風土を醸成する。



②労働安全衛生方針の表明
（労働安全衛生マネジメントシステムに関する指針 第５条）

①事業者は、安全衛生方針を表明し、労働者及び関係請負
人その他の関係者に周知させるものとする。

②安全衛生方針は、事業場における安全衛生水準の向上
を図るための安全衛生に関する基本的考え方を示すもの
であり、次の事項を含むものとする。

1. 労働災害の防止を図ること。

2. 労働者の協力の下に、安全衛生活動を実施すること。

3. 法又はこれに基づく命令、事業場において定めた安全
衛生に関する規程等を遵守すること。

4. 労働安全衛生マネジメントシステムに従って行う措置を
適切に実施すること。



③組織の状況の把握
① 人的資源

職種、人数、年齢、経験年数、免許・資格、講習参加、給与・
処遇、労災、通勤状況など

② 機械や設備

種類、台数、使用年数、稼働状況、作業道規格、道路密度、
維持管理など

③ 経営マネジメント

労働生産性、経営収支、事業収支、労災発生件数、休業日
数、労働安全対策、労働安全コストなど

④ 利害関係者

正規雇用の全従業員、非正規雇用、下請け、孫請け、一人
親方、運材業者、石油業者、メーカー、ディーラー、事業発注
者など



④組織の労働安全衛生目標の要件

① 労働安全衛生方針と整合していること

② 実行可能であり、その達成度を測定して評価
できること

③ 過去の労働安全衛生目標の達成状況とその
評価を踏まえること

④ 目標と計画の運用をモニタリングすること

⑤ 全従業員と利害関係者に周知すること

⑥ 計画期間中でも必要に応じて更新すること



⑤組織の労働安全衛生計画
➢ 作業班の人員構成と労務管理

メンバーの個性とメンバー間の相性、新人指導体制、

高齢労働者、女性労働者、外国人労働者、障害者への配慮

➢ 林業技能検定と林業技能士
検定受検の支援、林業技能士の役割と処遇向上

➢ 安全衛生教育
各種資格取得ならびに各種研修や講習会参加の支援

➢ 安全管理体制
安全管理者、現場の連絡担当者、安全会議、衛生委員会、安全大会など

➢ 個人用保護具の支給
必要な道具や安全装備を支給、安全装備の更新も含む

➢ 新しい技術や情報の収集
森林・林業・環境機械展示実演会や先進的林業地の視察

➢ 安全機械と安全装備の導入
機械の安全装備、遠隔操作機械、双方向無線機、衛星通信、繊維ロープなど



事業場（作業現場）単位の取り組み

⑦リスクアセスメント
形骸化ではなく！ 実質的なものに！



林業労働安全衛生マネジメントシステム
（ＯＳＨ－ＭＳ）



どうして労働災害が発生するのか？
そのメカニズムを考えてみましょう

かかり木などの不安全な状態があるところに、林業労働者が気づかずに
近づく不安全な行動を行い、不幸なことに偶然にもその時にかかり木が外
れて、被災するというメカニズムで労働災害は発生する。

不安全な状態

不安全な行動
労働災害
発生

偶
然



ハザードとリスク

ハザード：物と環境が不安全な状態があること
リスク ：ハザードに人が近づく不安全な行動を行い、

事故に遭う確率とその被害の重大さを評価したもの



リスクアセスメントの目的

リスクを見出して、それを改善するために以下の対策
を取ることを目的とします。

➢経営者も加わることによる組織全体としての「労働
環境の改善」（労働安全衛生マネジメント）

➢防護具の支給や安全な機械類の導入など事業体
としての「工学的対策」

➢作業計画前のリスクの洗い出しによる作業計画の
改善などの「本質的対策」

➢日常の業務を安全に行うミーティングや指差呼称
や安全パトロールなどの「管理的対策』



リスクアセスメントの流れ



STEP1 危険源を見つけましょう



伐木作業現場に潜む危険源
• 大径木

• 広葉樹

• かかり木

• 風倒木

• 枯死木 or 折損木

• 腐れのある木

• 根曲り or 偏心木

• 裂けやすい木

• つる絡み

• 枝絡み

• 枯れ枝

• 急傾斜 or 崖

• 傾斜の変換点

• 露岩

• 滑りやすい地面

• 高い伐根

• 地表の障害物

• 下層植生の状況

• 蜂や毒虫

• 河川や沢

• 保護対象（送電線、鉄道、
公道、建物、文化的エリア、
生態系保護エリアなど）



どのような作業現場にも必ず
危険源が潜んでいます！

自分の現場には全く問題がないと思うの
は、危険に慣れてしまっている証拠です。

それは、

危険に対する感受性が鈍っていて、いつ
労働災害に遭っても不思議ではない危険
な状態であることを自覚しましょう。



STEP3

どのくらいのリスクを許容するか？

〉 〉

製造業 林業



ハインリッヒの法則

林業界はリスクの許容レベルが低すぎる

リスク

物損事故

休業３ヶ月以下

死亡・重体１
重災害
Serious

２９
軽災害 

Minor

３００

無災害

Near-miss

不安全状態・不安全行為

Unsafe situation & behavior

死亡・重体 → 休業１ヶ月以上

休業３ヶ月以下 → 切傷以上

物損事故 → 回避経験

リスク → 危険源



⑨必ず作業計画を立てましょう
（STEP4 本質的対策）

国有林と民有林の区別なく
全ての作業と現場ごとに



作業計画の作り方
（リスク低減の本質的対策）

作業計画の目的：安全性と労働生産性の向上

• 作業現場が変わる時は、事前に職員ならびに作業班
のメンバー全員で事前踏査をします。

• この際に、できれば経営者あるいは安全管理責任者
も同行しましょう。

• 踏査では、現場の状況を把握し、作業道や土場など
作業のポイントと危険源の洗い出しを行います。

• 洗い出した危険源についてリスクアセスメントを行い、
その本質的対策を検討し、作業計画を立てます。



作業計画の書式例



作業計画図の例



⑨メンバー構成を考えましょう
（STEP4 本質的対策）

個人の能力差を考える



能力の異なる班員構成

100% 60%         30%          80%

グループとしての能力は67.5％以下になる。

理想的には同じ能力になるようトレーニングと人員配置



メンバー構成で考えるべきこと

• 初心者の指導を誰が行うのか？

• 高齢者の役割分担をどうするか？

• 高齢の初心者をどう扱うか？

• 女性の役割分担をどうするか？

• 請負労働者の役割分担をどうするか？

• 外国人労働者の役割分担をどうするか？

• ゆっくり型の労働者をどう扱うか？

• せっかち型の労働者をどう扱うか？



⑨緊急時の対応を徹底しましょう

林業の作業現場における緊急連絡体制の整備等
のためのガイドライン（2020年1月31日）

１．緊急時における連絡体制等の整備（連絡責任者の選任）
２．作業開始前の連絡の方法の確認等
３．作業現場における安全の確認等
４．労働災害発生時等の連絡等
５．教育訓練の実施



初期対応の注意ポイント
① 連絡責任者（班長）に連絡
② 全ての作業を止める
③ 全員で役割分担を決めて対応する
④ 被災者の救出と応急手当て
⑤ 同時に事務所と消防署に連絡
⑥ 被災者を救急車まで搬送



下請け作業者への配慮
高年齢作業者への配慮

熱中症対策



1.注文者等の配慮（2025年5月14日施行）

2.混在作業場所における元方事業者等への措置義務対象の拡大（2026年4月
1日施行）

3.業務上災害報告制度の創設（2027年1月1日施行）

4.個人事業者等自身への義務付け（2027年4月1日施行）

5.作業場所管理事業者への連絡調整措置の義務付け（2027年4月1日施行）



適用範囲の拡大

従来の適用範囲

現場監督

自社作業員

請負作業員

運材業者

修理業者

一般の通行車

一般の通行人

森林所有者

個人事業者等への労働安全衛生規則等の適用
第２０条、第２１条



高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン
（2020年3月16日）



熱中症対策の強化
安衛則第612条の２（2025年6月1日）

職場における熱中症対策防止のためのガイドライン（2026年3月18日）

① 暑さ指数（WBGT）の測定とそれに伴う作業環境・作業の管理

作業時間の短縮と変更、涼しい休憩場所、空調服の提供など

② 事前の労働安全衛生教育と徹底した現場技能者の健康管理

定期的な水分と塩分の補給、「のどが渇いた」と思った時は脱水状態
暑熱順化前や長期休暇明けの者、既往症（糖尿病、高血圧症、心疾患、
腎不全など）のある者には注意が必要。

③ 緊急連絡体制の周知とためらいのない救急措置の実施

熱中症が疑われる者が発生した場合、現場の判断で直ちに作業を中断、
涼しい場所に避難させて身体を冷却し、水分と塩分を補給させる。
自力で水分が摂れない、あるいは意識がもうろうとしている重症の場合、
ためらわずに救急搬送を要請する。

なお、労働者と同じ場所で作業に従事する労働者以外の者につ
いても、上記措置の対象に含める。



WBGT計（暑さ指数計）を現場に設置

⚫ 直射日光が当たらない場所に設置する。 
⚫ コンクリートやアスファルトからの反射熱が少なく、風通しの良
い場所に設置する。 

⚫ また近くに熱源がある場合はそこから距離をとって設置する。



STEP4

個人用保護具



チェーンソー防護ズボンによる保護

左図はチェーンソーで被災した個所をプロットしたものである。左脚に集中してい
ることがわかる。頭の被災はキックバックによるものである。メッシュのかかった
部分がチェーンソー防護ズボンで保護できる範囲であり、チェーンソーによる被
災の６０％が防がれる。

鹿島潤（森林総合研究所）の研究成果より



クラス １：２０m／秒
クラス ２：２４m／秒
クラス ３：２８m／秒
クラス ４：３２m／秒

チェーンを止めるポリエステル繊維

左写真のように防護ズボンの中には、ポリエステル繊維の層が
いくつか入っている。クラス分けは防護できるチェーンスピード
を表しているが、クラスが上がるに従って、ポリエステル繊維の
層が増えていく。
日本ではほとんどがクラス１になる。

ソーチェーンが防護ズボンにあたると表布が切れて中からポリ
エステル繊維が引き出され、それらがチェーンソーのクラッチ部
分にかかってチェーンの動きを物理的に止める。

JIS T8125-2



スマート林業機械化
（STEP4 工学的対策）



スマート林業の方向性
機械化で労働災害を減らす

人が林業作業をするから労働災害が減らない

↓

人が林業作業に直接関わらないように

↓

林業機械を開発する方針



傾斜地対応遠隔操作フェラーバンチャ

令和５年度 林業機械・木質系新素材の開発・実証事業成果報告会資料より



ウィンチアシストによる伐木機械の傾斜地対応



自動化による省力化
（フォワーダ運転をなくす本質的対策）



油圧式集材機と架線系グラップル

リモート化による
荷かけ手の作業改善



⑩作業現場の安全管理
（STEP4 管理的対策）

安全作業マニュアル
各作業の標準作業
労働安全衛生教育



安全作業マニュアルと標準作業

作成上のポイント

1. 作業の実情に即していること

2. 表現が具体的であること

3. 安全のポイントを外さないこと

4. 詳しすぎないこと

5. 法令などに違反した内容でないこと

6. 異常時の措置について定めておくこと

作成した安全作業マニュアルと標準作業は、全従業員に周知
徹底する必要があります。

毎朝のミーティングで安全作業マニュアルと標準作業を作業班
全員で確認することをお勧めします。



ＴＢＭ（ツールボックスミーティング）

作業前に作業予定、手順、安全の確認、留意点などについて
作業員同士話し合うこと。道具箱を囲んで打合わせることから
この名がついた。作業員の服装や体調もチェックする。



ミーティングで確認すること

①準備体操

②体調と食事のチェック

③服装と装備のチェック

④仕事の段取りと役割分担の確認

⑤安全作業上の留意点（安全作業マニュアル）

⑥ ヒヤリハットの共有と危険予知（KY）活動

⑦作業上のリスク把握と安全作業目標の確認

⑧コミュニケーションの促進



指差し呼称と安全確認

周囲ヨシ！ 上ヨシ！

人間は目だけで80％近くの確認ができるとされているが、過誤や思い込みによる
ミスをなくすために、行動（指差し）と声出し（呼称）を行うことで、確認の精度を90
％以上に高めることができる。



伐木作業の安全確認
(１) 伐木作業

〔伐倒前〕

イ 伐倒作業に取りかかる前に、伐倒予定木の上方をみて、「上、ヨシ！」

    ロ 受け口を切る前に、伐倒方向をきめたら、「まわり、ヨシ！」

    ハ 受け口を切る前に、退避場所をきめ、退避路を確保したら、「退避場所、ヨシ！」

〔伐倒作業中〕

イ 受け口を切ったら、「受け口、ヨシ！」

    ロ 受け口の点検が終わったら、「伐倒方向、ヨシ！」

    ハ 追い口を切る前に、「追い口の位置、ヨシ！」

〔伐倒作業終了後〕

伐倒作業が終わったら、「上、ヨシ！」

（2） 先山での造材作業

    イ 枝払い作業をはじめる前に、「安定、ヨシ！」

    ロ 玉切り作業をはじめる前に、「転落防止、ヨシ！」

林災防ホームページ「労働安全衛生対策」より抜粋



⑪評価と改善



林業労働安全衛生マネジメントシステム
（ＯＳＨ－ＭＳ）



ヒヤリハット（ニアミス事故）

あー危なかった！

怪我なくて
良かった！
ホッ



ヒヤリハットの活用

第１段階 ヒヤリハット情報の把握

できるだけ多くの情報を収集する

第２段階 問題点の分析

集まった情報について多角的に分析する

第３段階 対策の方針の決定

諸対策の見直し、改善or新しい対策を定める

第４段階 実施計画の樹立

第５段階 計画の実施

第６段階 実施結果の確認と評価



ご清聴ありがとうございます！

森林ヒューマン・ファクター研究所

なにかご質問やご意見がありましたら、
二次元バーコードから研究所ホームページに入り、
お問い合わせコーナーからなんなりとお聞きください。
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